		参考
特定共同住宅等の確認表記載例
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１　図面番号
　　各項目が審査対象となる場合、審査可能な図面番号を記載すること。なお、図面にあっては、確認申請書、許可申請書、計画通知書に添付している書類で可とする。
　　各項目が審査対象とならない場合、斜線若しくは対象外と記載する

２　設計判定
　　審査対象となる項目が告示等に適合している場合は、「〇」とする。
　　審査対象とならない場合は、斜線若しくは対象外と記載する。

３　消防判定
　　記載しない

４　その他
　　確認表上判定しやすい表記であれば、参考例によらないものとする。
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ロ

住戸等で発生した火災により、当該住戸等から当該住戸等及びそれに接する他の住戸

等の外壁に面する開口部を介して他の住戸等へ延焼しないよう措置されたものであるこ

と。

Ａ－４ 〇



イ

上下に設けられた開口部（直径0.15ｍ以下の換気口等及び相互間の距離が3.6ｍ以上

である開口部を除く。）に防火設備である防火戸が設けられていること。

Ａ－４ 〇



(2)

住戸等の外壁に面する開口部は、当該住戸等に接する他の住戸等の開口部との間に設

けられる外壁面から0.5ｍ以上突出した耐火構造のひさし、床、そで壁その他これらに類す

るもので防火上有効に遮られていること。

ただし、当該住戸等に接する他の住戸等の外壁に面する開口部（直径が0.15m以下の防

火設備が設けられた換気口等及び面積が0.01㎡以下の換気口等を除く。）相互間の距離

が、0.9ｍ以上であり、かつ、次に定める基準のいずれかに適合する場合は、この限りでな

い。
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(1)

床又は壁は、耐火構造であること。

Ａ－３ 〇



主要構造部が耐火構造であること。

Ａ－１ 〇



共用部分の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げが準不燃材料であること。

Ａ－２ 〇



特定共同住宅等の住戸等は、開口部のない耐火構造の床又は壁で区画すること。

ただし、特定共同住宅等の住戸等の床又は壁（以下単に「床又は壁」という。）並びに当該床又

は壁を貫通する配管又は電気配線その他これらに類するもの（以下単に「配管等」という。）及

びそれらの貫通部が次に定める基準に適合する場合は、この限りではない。

特定共同住宅等の確認表

○位置・構造告示

図面番号

設計判定消防判定


